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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県議会の保有する個人情報の保護に関する条例の制定（栃木県条例第43号） 

栃木県議会（以下「議会」という。）における個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定めるととも 

に、議会が保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止を求める個人の権利を明らかにすることにより、議会 

の事務の適正かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益を保護するため、次のとおり条例を制定することと 

しました。 

１ 定義（第２条関係） 

  この条例における「個人情報」、「個人識別符号」、「要配慮個人情報」、「保有個人情報」、「個人情 
報ファイル」、「本人」、「仮名加工情報」、「匿名加工情報」、「個人関連情報」、「特定個人情報」、 
「保有特定個人情報」、「独立行政法人等」及び「地方独立行政法人」の意義を定めることとしました。 

２ 個人情報等の取扱い（第４条～第16条関係） 

  議会は、個人情報を保有するに当たっては、法令等の規定によりその権限に属する事務を遂行するため必 

要な場合に限り、かつ、その利用目的をできる限り特定しなければならないこととし、当該利用目的の達成 

に必要な範囲を超えて、個人情報を保有してはならない等、個人情報等を適正に取扱うことを義務付けるこ 

ととしました。 

３ 個人情報ファイル（第17条関係） 

  議長は、原則として、議会が保有している個人情報ファイルについて、一定の事項を記載した個人情報 

ファイル簿を作成し、公表しなければならないこととしました。 

４ 開示 

 ⑴ 何人も、議長に対し、議会の保有する自己を本人とする保有個人情報の開示を請求することができるこ 

ととしました。（第18条関係） 

 ⑵ 議長は、開示請求に係る保有個人情報に不開示情報が含まれている場合を除き、開示請求者に対し、当 

該保有個人情報を開示しなければならないこととしました。（第20条関係） 

 ⑶ 議長は、原則として開示請求があった日から30日以内に開示決定等をしなければならないこととしまし 

た。（第24条及び第25条関係） 

５ 訂正 

 ⑴ 何人も、開示決定に基づき開示を受けた自己を本人とする保有個人情報の内容が事実でないと思料する 

ときは、議長に対し、当該保有個人情報の訂正を請求することができることとしました。（第31条関係） 

 ⑵ 議長は、訂正請求に理由があると認めるときは、当該訂正請求に係る保有個人情報の利用目的の達成に 

必要な範囲内で、当該保有個人情報の訂正をしなければならないこととしました。（第33条関係） 

 ⑶ 議長は、原則として訂正請求があった日から30日以内に訂正決定等をしなければならないこととしまし 

た。（第34条及び第35条関係） 

６ 利用停止 

 ⑴ 何人も、開示決定に基づき開示を受けた自己を本人とする保有個人情報が、この条例の規定に違反して 

保有されている場合等については、議長に対し、利用停止を請求することができることとしました。（第 

38条関係） 

 ⑵ 議長は、利用停止請求に理由があると認めるときは、一定の場合を除き、議会における個人情報の適正 

な取扱いを確保するために必要な限度で、当該利用停止請求に係る保有個人情報の利用停止をしなければ 

ならないこととしました。（第40条関係） 

 ⑶ 議長は、原則として利用停止請求があった日から30日以内に利用停止決定等をしなければならないこと 

としました。（第41条及び第42条関係） 

７ 審査請求 

 ⑴ 開示決定等、訂正決定等、利用停止決定等（以下「開示決定等」という。）又は開示請求、訂正請求若 

しくは利用停止請求（以下「開示請求等」という。）に係る不作為に係る審査請求については、審理員に 

よる審理手続に関する規定は、適用しないこととしました。（第44条関係） 

 ⑵ 開示決定等又は開示請求等に係る不作為について審査請求があったときは、議長は、当該審査請求に係 

る保有個人情報の全部を開示することとする場合等を除き、栃木県行政不服審査会に諮問しなければなら 

ないこととしました。（第45条関係） 
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８ 罰則（第53条～第57条関係） 

  正当な理由がないのに、個人の秘密に属する事項が記録された電子計算機処理に係る個人情報ファイルを 

提供する等の行為を行った議会の事務局の職員等に対する罰則を設けることとしました。 

９ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和５（2023）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 栃木県行政不服審査会条例について、所要の規定の整備をすることとしました。 
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ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
（
文
書
、
図
画
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
（
電
磁
的
方
式
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に

 

よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
を
い
う
。
次
項
第
２
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
作
ら
れ
る
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
、

 

又
は
音
声
、
動
作
そ
の
他
の
方
法
を
用
い
て
表
さ
れ
た
一
切
の
事
項
（
個
人
識
別
符
号
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で

 

き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）

 

(
2
)
 
個
人
識
別
符
号
が
含
ま
れ
る
も
の

 

２
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
個
人
識
別
符
号
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
の
う
ち
、
議
長
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

 

(
1
)
 
特
定
の
個
人
の
身
体
の
一
部
の
特
徴
を
電
子
計
算
機
の
用
に
供
す
る
た
め
に
変
換
し
た
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

 

こ
と
が
で
き
る
も
の

 

(
2
)
 
個
人
に
提
供
さ
れ
る
役
務
の
利
用
若
し
く
は
個
人
に
販
売
さ
れ
る
商
品
の
購
入
に
関
し
割
り
当
て
ら
れ
、
又
は
個
人
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
そ
の
他
の
書
類
に
記
載
さ
れ
、

 

若
し
く
は
電
磁
的
方
式
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
用
者
若
し
く
は
購
入
者
又
は
発
行
を
受
け
る
者
ご
と
に
異
な
る
も
の

 

と
な
る
よ
う
に
割
り
当
て
ら
れ
、
又
は
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
利
用
者
若
し
く
は
購
入
者
又
は
発
行
を
受
け
る
者
を
識
別
す
る
こ
と
が

 

で
き
る
も
の

 

３
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
と
は
、
本
人
の
人
種
、
信
条
、
社
会
的
身
分
、
病
歴
、
犯
罪
の
経
歴
、
犯
罪
に
よ
り
害
を
被
っ
た
事
実
そ
の
他
本
人
に
対
す
る

 

不
当
な
差
別
、
偏
見
そ
の
他
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
そ
の
取
扱
い
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め
る
記
述
等
が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
を
い
う
。

 
 

４
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
保
有
個
人
情
報
」
と
は
、
議
会
の
事
務
局
の
職
員
（
以
下
こ
の
章
か
ら
第
３
章
ま
で
及
び
第
６
章
に
お
い
て
「
職
員
」
と
い
う
。
）
が
職
務
上
作
成

 

し
、
又
は
取
得
し
た
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
職
員
が
組
織
的
に
利
用
す
る
も
の
と
し
て
、
議
会
が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
栃
木
県
議
会
情
報
公
開
条
例
（
平

 

成
1
2
年
栃
木
県
条
例
第
１
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
公
文
書
（
以
下
「
公
文
書
」
と
い
う
。
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。

 

５
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
」
と
は
、
保
有
個
人
情
報
を
含
む
情
報
の
集
合
物
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

 

(
1
)
 
一
定
の
事
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
特
定
の
保
有
個
人
情
報
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の

 

(
2
)
 
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
一
定
の
事
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
氏
名
、
生
年
月
日
、
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
保
有
個
人
情
報
を
容
易
に
検
索
す
る
こ

 

と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の

 

６
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
個
人
情
報
に
つ
い
て
「
本
人
」
と
は
、
個
人
情
報
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
う
。

 

７
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
仮
名
加
工
情
報
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
個
人
情
報
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
て
他
の
情
報
と
照
合
し
な
い
限
り
特

 

定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
個
人
情
報
を
加
工
し
て
得
ら
れ
る
個
人
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。

 

(
1
)
 
第
１
項
第
１
号
に
該
当
す
る
個
人
情
報

 
当
該
個
人
情
報
に
含
ま
れ
る
記
述
等
の
一
部
を
削
除
す
る
こ
と
（
当
該
一
部
の
記
述
等
を
復
元
す
る
こ
と
の
で
き
る
規
則
性
を

 

有
し
な
い
方
法
に
よ
り
他
の
記
述
等
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

 

(
2
)
 
第
１
項
第
２
号
に
該
当
す
る
個
人
情
報

 
当
該
個
人
情
報
に
含
ま
れ
る
個
人
識
別
符
号
の
全
部
を
削
除
す
る
こ
と
（
当
該
個
人
識
別
符
号
を
復
元
す
る
こ
と
の
で
き
る
規

 

則
性
を
有
し
な
い
方
法
に
よ
り
他
の
記
述
等
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

 

８
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
匿
名
加
工
情
報
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
個
人
情
報
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
て
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が

 
 

で
き
な
い
よ
う
に
個
人
情
報
を
加
工
し
て
得
ら
れ
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
個
人
情
報
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
も
の
を
い
う
。

 
 

 

(
1
)
 
第
１
項
第
１
号
に
該
当
す
る
個
人
情
報

 
当
該
個
人
情
報
に
含
ま
れ
る
記
述
等
の
一
部
を
削
除
す
る
こ
と
（
当
該
一
部
の
記
述
等
を
復
元
す
る
こ
と
の
で
き
る
規
則
性
を

 

有
し
な
い
方
法
に
よ
り
他
の
記
述
等
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

 

(
2
)
 
第
１
項
第
２
号
に
該
当
す
る
個
人
情
報

 
当
該
個
人
情
報
に
含
ま
れ
る
個
人
識
別
符
号
の
全
部
を
削
除
す
る
こ
と
（
当
該
個
人
識
別
符
号
を
復
元
す
る
こ
と
の
で
き
る
規

 

則
性
を
有
し
な
い
方
法
に
よ
り
他
の
記
述
等
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

 

９
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
個
人
関
連
情
報
」
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
個
人
情
報
、
仮
名
加
工
情
報
及
び
匿
名
加
工
情
報
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

 

い
も
の
を
い
う
。

 

1
0
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
特
定
個
人
情
報
」
と
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

2
5
年
法
律
第

2
7
号
。
以
下

 

「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
８
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。

 

1
1
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
保
有
特
定
個
人
情
報
」
と
は
、
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
特
定
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
職
員
が
組
織
的
に
利
用
す
る
も
の
と
し
て
、

 

議
会
が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。

 

1
2
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成

1
1
年
法
律
第

1
0
3
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
及
び
個
人
情
報
の

 

保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
5
年
法
律
第

5
7
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
１
に
掲
げ
る
法
人
を
い
う
。

 

1
3
 
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成

1
5
年
法
律
第

1
1
8
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。

 

（
議
会
の
責
務
）

 

第
３
条

 
議
会
は
、
そ
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

 

第
２
章

 
個
人
情
報
等
の
取
扱
い

 

（
個
人
情
報
の
保
有
の
制
限
等
）
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第
４
条

 
議
会
は
、
個
人
情
報
を
保
有
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
（
条
例
を
含
む
。
第

1
2
条
第
２
項
第
２
号
及
び
第
３
号
並
び
に
第
４
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り

 

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
な
場
合
に
限
り
、
か
つ
、
そ
の
利
用
の
目
的
を
で
き
る
限
り
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
さ
れ
た
利
用
の
目
的
（
以
下
「
利
用
目
的
」
と
い
う
。
）
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
、
個
人
情
報
を
保
有
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

３
 
議
会
は
、
利
用
目
的
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
変
更
前
の
利
用
目
的
と
相
当
の
関
連
性
を
有
す
る
と
合
理
的
に
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
利
用
目
的
の
明
示
）

 

第
５
条

 
議
会
は
、
本
人
か
ら
直
接
書
面
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
に
記
録
さ
れ
た
当
該
本
人
の
個
人
情
報
を
取
得
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め

 

本
人
に
対
し
、
そ
の
利
用
目
的
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
緊
急
に
必
要
が
あ
る
と
き
。

 

(
2
)
 
利
用
目
的
を
本
人
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
又
は
第
三
者
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

 

(
3
)
 
利
用
目
的
を
本
人
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
が
行
う
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支

 

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

 

(
4
)
 
取
得
の
状
況
か
ら
み
て
利
用
目
的
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

（
不
適
正
な
利
用
の
禁
止
）

 

第
６
条

 
議
会
は
、
違
法
又
は
不
当
な
行
為
を
助
長
し
、
又
は
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
方
法
に
よ
り
個
人
情
報
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
適
正
な
取
得
）

 

第
７
条

 
議
会
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
個
人
情
報
を
取
得
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
正
確
性
の
確
保
）

 

第
８
条

 
議
会
は
、
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
、
保
有
個
人
情
報
が
過
去
又
は
現
在
の
事
実
と
合
致
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
安
全
管
理
措
置
）

 

第
９
条

 
議
長
は
、
保
有
個
人
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
の
防
止
そ
の
他
の
保
有
個
人
情
報
の
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

 

い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
は
、
議
会
に
係
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
委
託
（
２
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者
が
受
託
し
た
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
個
人
情

 

報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 

（
従
事
者
の
義
務
）

 

第
1
0
条

 
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
従
事
す
る
職
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
っ
た
者
、
前
条
第
２
項
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
若
し
く
は
従
事
し
て
い
た
者
又
は
議
会
に
お
い
て
個

 

人
情
報
の
取
扱
い
に
従
事
し
て
い
る
派
遣
労
働
者
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

6
0
年
法
律
第

8
8
号
）
第
２

 

条
第
２
号
に
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第

5
3
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
従
事
し
て
い
た
派
遣
労
働
者
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
個

 

人
情
報
の
内
容
を
み
だ
り
に
他
人
に
知
ら
せ
、
又
は
不
当
な
目
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
漏
え
い
等
の
通
知
）

 

第
1
1
条

 
議
長
は
、
保
有
個
人
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
、
毀
損
そ
の
他
の
保
有
個
人
情
報
の
安
全
の
確
保
に
係
る
事
態
で
あ
っ
て
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い

 

も
の
と
し
て
そ
の
定
め
る
も
の
が
生
じ
た
と
き
は
、
本
人
に
対
し
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
態
が
生
じ
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の

 

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
本
人
へ
の
通
知
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
、
本
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
必
要
な
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
措
置
を
と
る
と
き
。

 

(
2
)
 
当
該
保
有
個
人
情
報
に
第

2
0
条
各
号
に
掲
げ
る
情
報
の
い
ず
れ
か
が
含
ま
れ
る
と
き
。

 

（
利
用
及
び
提
供
の
制
限
）

 

第
1
2
条

 
議
会
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
保
有
個
人
情
報
を
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
は
、
議
長
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
保
有
個
人
情
報
を
自
ら
利
用

 

し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
保
有
個
人
情
報
を
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
又
は
第
三
者
の

 

権
利
利
益
を
不
当
に
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
又
は
本
人
に
提
供
す
る
と
き
。

 

(
2
)
 
議
会
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
遂
行
に
必
要
な
限
度
で
保
有
個
人
情
報
を
内
部
で
利
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
保
有
個
人
情
報
を
利
用
す

 

る
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

 

(
3
)
 
知
事
、
教
育
委
員
会
、
公
安
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
人
事
委
員
会
、
労
働
委
員
会
、
収
用
委
員
会
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
、
公
営
企
業
管
理
者

 

若
し
く
は
警
察
本
部
長
、
栃
木
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
他
の
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
、
法
第
２
条

 

第
８
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
又
は
独
立
行
政
法
人
等
に
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
が
、
法
令
の
定
め
る
事
務
又

 

は
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
限
度
で
提
供
に
係
る
個
人
情
報
を
利
用
し
、
か
つ
、
当
該
個
人
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

 

(
4
)
 
前
３
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
専
ら
統
計
の
作
成
又
は
学
術
研
究
の
目
的
の
た
め
に
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
と
き
、
本
人
以
外
の
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
明
ら
か

 

に
本
人
の
利
益
に
な
る
と
き
、
そ
の
他
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

 

３
 
前
項
の
規
定
は
、
保
有
個
人
情
報
の
利
用
又
は
提
供
を
制
限
す
る
他
の
条
例
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

４
 
議
長
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
の
議
会
の
内
部
に
お
け
る
利
用
を

 

議
会
の
事
務
局
の
特
定
の
課
又
は
職
員
に
限
る
も
の
と
す
る
。

 

５
 
保
有
特
定
個
人
情
報
に
関
し
て
は
、
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
及
び
第

2
9
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

 

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

 

第
1
2
条
第
１
項

 

 

法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的

 
利
用
目
的
以
外
の
目
的

 

自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て
は
な
ら
な
い

 
自
ら
利
用
し
て
は
な
ら
な
い

 

第
1
2
条
第
２
項

 
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る

 
自
ら
利
用
す
る

 

第
1
2
条
第
２
項
第
１
号

 
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
又
は
本
人
に
提
供
す
る
と
き

 
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

本
人
の
同
意
が
あ
り
、
又
は
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

 

第
3
0
条

 
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
が
経
済
的
困
難
そ
の

他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
手
数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る

 

第
3
8
条
第
１
項
第
１
号

 
又
は
第

1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
と
き

 

第
1
2
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
１
項
及
び
第
２

項
（
第
１
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

と
き
、
番
号
利
用
法
第

2
0
条
の
規
定
に
違
反
し
て
収
集
さ
れ
、
若
し
く
は
保
管

さ
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
番
号
利
用
法
第

2
9
条
の
規
定
に
違
反
し
て
作
成
さ
れ

た
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
番
号
利
用
法
第
２
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特
定

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
い
う
。
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
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（
利
用
及
び
提
供
の
制
限
）

 

第
1
2
条

 
議
会
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
保
有
個
人
情
報
を
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
は
、
議
長
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
保
有
個
人
情
報
を
自
ら
利
用

 

し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
保
有
個
人
情
報
を
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
又
は
第
三
者
の

 

権
利
利
益
を
不
当
に
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
又
は
本
人
に
提
供
す
る
と
き
。

 

(
2
)
 
議
会
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
遂
行
に
必
要
な
限
度
で
保
有
個
人
情
報
を
内
部
で
利
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
保
有
個
人
情
報
を
利
用
す

 

る
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

 

(
3
)
 
知
事
、
教
育
委
員
会
、
公
安
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
人
事
委
員
会
、
労
働
委
員
会
、
収
用
委
員
会
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
、
公
営
企
業
管
理
者

 

若
し
く
は
警
察
本
部
長
、
栃
木
県
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
他
の
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
、
法
第
２
条

 

第
８
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
又
は
独
立
行
政
法
人
等
に
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
が
、
法
令
の
定
め
る
事
務
又

 

は
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
限
度
で
提
供
に
係
る
個
人
情
報
を
利
用
し
、
か
つ
、
当
該
個
人
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

 

(
4
)
 
前
３
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
専
ら
統
計
の
作
成
又
は
学
術
研
究
の
目
的
の
た
め
に
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
と
き
、
本
人
以
外
の
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
明
ら
か

 

に
本
人
の
利
益
に
な
る
と
き
、
そ
の
他
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

 

３
 
前
項
の
規
定
は
、
保
有
個
人
情
報
の
利
用
又
は
提
供
を
制
限
す
る
他
の
条
例
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

４
 
議
長
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
の
議
会
の
内
部
に
お
け
る
利
用
を

 

議
会
の
事
務
局
の
特
定
の
課
又
は
職
員
に
限
る
も
の
と
す
る
。

 

５
 
保
有
特
定
個
人
情
報
に
関
し
て
は
、
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
及
び
第

2
9
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

 

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

 

第
1
2
条
第
１
項

 

 

法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的

 
利
用
目
的
以
外
の
目
的

 

自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て
は
な
ら
な
い

 
自
ら
利
用
し
て
は
な
ら
な
い

 

第
1
2
条
第
２
項

 
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す
る

 
自
ら
利
用
す
る

 

第
1
2
条
第
２
項
第
１
号

 
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
、
又
は
本
人
に
提
供
す
る
と
き

 
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

本
人
の
同
意
が
あ
り
、
又
は
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

 

第
3
0
条

 
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
が
経
済
的
困
難
そ
の

他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
手
数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る

 

第
3
8
条
第
１
項
第
１
号

 
又
は
第

1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
と
き

 

第
1
2
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
１
項
及
び
第
２

項
（
第
１
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

と
き
、
番
号
利
用
法
第

2
0
条
の
規
定
に
違
反
し
て
収
集
さ
れ
、
若
し
く
は
保
管

さ
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
番
号
利
用
法
第

2
9
条
の
規
定
に
違
反
し
て
作
成
さ
れ

た
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
番
号
利
用
法
第
２
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特
定

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
い
う
。
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き

 

 

第
3
8
条
第
１
項
第
２
号

 
第

1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項

 
番
号
利
用
法
第

1
9
条

 

（
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
す
る
措
置
要
求
）

 

第
1
3
条

 
議
長
は
、
利
用
目
的
の
た
め
に
又
は
前
条
第
２
項
第
３
号
若
し
く
は
第
４
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

 

る
と
き
は
、
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
し
、
提
供
に
係
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
の
目
的
若
し
く
は
方
法
の
制
限
そ
の
他
必
要
な
制
限
を
付
し
、
又

 

は
そ
の
漏
え
い
の
防
止
そ
の
他
の
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
個
人
関
連
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
す
る
措
置
要
求
）

 

第
1
4
条

 
議
長
は
、
第
三
者
に
個
人
関
連
情
報
を
提
供
す
る
場
合
（
当
該
第
三
者
が
当
該
個
人
関
連
情
報
を
個
人
情
報
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

 

に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
第
三
者
に
対
し
、
提
供
に
係
る
個
人
関
連
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
の
目
的
若
し
く
は
方
法
の
制
限
そ
の
他
必
要
な
制

 

限
を
付
し
、
又
は
そ
の
漏
え
い
の
防
止
そ
の
他
の
個
人
関
連
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
仮
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
係
る
義
務
）

 

第
1
5
条

 
議
会
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
く
ほ
か
、
仮
名
加
工
情
報
（
個
人
情
報
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第

4
9
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
第
三
者
（
当
該

 

仮
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
の
委
託
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
そ
の
取
り
扱
う
仮
名
加
工
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
そ
の
他
仮
名
加
工
情
報
の
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
議
会
は
、
仮
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
当
該
仮
名
加
工
情
報
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
個
人
情
報
に
係
る
本
人
を
識
別
す
る

 

た
め
に
、
削
除
情
報
等
（
仮
名
加
工
情
報
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
個
人
情
報
か
ら
削
除
さ
れ
た
記
述
等
及
び
個
人
識
別
符
号
並
び
に
法
第

4
1
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ

 

た
加
工
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。
）
を
取
得
し
、
又
は
当
該
仮
名
加
工
情
報
を
他
の
情
報
と
照
合
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

４
 
議
会
は
、
仮
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
電
話
を
か
け
、
郵
便
若
し
く
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律

 

（
平
成

1
4
年
法
律
第

9
9
号
）
第
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
信

 

書
便
に
よ
り
送
付
し
、
電
報
を
送
達
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
若
し
く
は
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方

 

法
で
あ
っ
て
議
長
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
用
い
て
送
信
し
、
又
は
住
居
を
訪
問
す
る
た
め
に
、
当
該
仮
名
加
工
情
報
に
含
ま
れ
る
連
絡
先
そ
の
他
の
情
報
を
利
用
し
て

 

は
な
ら
な
い
。

 

５
 
前
各
項
の
規
定
は
、
議
会
に
係
る
仮
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
の
委
託
（
２
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者
が
受
託
し
た
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て

 

準
用
す
る
。

 

（
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
係
る
義
務
）

 

第
1
6
条

 
議
会
は
、
匿
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
当
該
匿
名
加
工
情
報
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
個
人
情
報
に
係
る
本
人
を
識
別

 

す
る
た
め
に
、
当
該
個
人
情
報
か
ら
削
除
さ
れ
た
記
述
等
若
し
く
は
個
人
識
別
符
号
若
し
く
は
法
第

4
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
加
工
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
取

 

得
し
、
又
は
当
該
匿
名
加
工
情
報
を
他
の
情
報
と
照
合
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
議
会
は
、
匿
名
加
工
情
報
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
匿
名
加
工
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

 

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
前
２
項
の
規
定
は
、
議
会
に
係
る
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
の
委
託
（
２
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者
が
受
託
し
た
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て

 

準
用
す
る
。

 

第
３
章

 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

（
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
の
作
成
及
び
公
表
）

 

第
1
7
条

 
議
長
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
会
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
議
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
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第
3
8
条
第
１
項
第
２
号

 
第

1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項

 
番
号
利
用
法
第

1
9
条

 

（
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
す
る
措
置
要
求
）

 

第
1
3
条

 
議
長
は
、
利
用
目
的
の
た
め
に
又
は
前
条
第
２
項
第
３
号
若
し
く
は
第
４
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

 

る
と
き
は
、
保
有
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
し
、
提
供
に
係
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
の
目
的
若
し
く
は
方
法
の
制
限
そ
の
他
必
要
な
制
限
を
付
し
、
又

 

は
そ
の
漏
え
い
の
防
止
そ
の
他
の
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
個
人
関
連
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
す
る
措
置
要
求
）

 

第
1
4
条

 
議
長
は
、
第
三
者
に
個
人
関
連
情
報
を
提
供
す
る
場
合
（
当
該
第
三
者
が
当
該
個
人
関
連
情
報
を
個
人
情
報
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

 

に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
第
三
者
に
対
し
、
提
供
に
係
る
個
人
関
連
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
の
目
的
若
し
く
は
方
法
の
制
限
そ
の
他
必
要
な
制

 

限
を
付
し
、
又
は
そ
の
漏
え
い
の
防
止
そ
の
他
の
個
人
関
連
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
仮
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
係
る
義
務
）

 

第
1
5
条

 
議
会
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
く
ほ
か
、
仮
名
加
工
情
報
（
個
人
情
報
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第

4
9
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
第
三
者
（
当
該

 

仮
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
の
委
託
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
そ
の
取
り
扱
う
仮
名
加
工
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
そ
の
他
仮
名
加
工
情
報
の
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
議
会
は
、
仮
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
当
該
仮
名
加
工
情
報
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
個
人
情
報
に
係
る
本
人
を
識
別
す
る

 

た
め
に
、
削
除
情
報
等
（
仮
名
加
工
情
報
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
個
人
情
報
か
ら
削
除
さ
れ
た
記
述
等
及
び
個
人
識
別
符
号
並
び
に
法
第

4
1
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ

 

た
加
工
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。
）
を
取
得
し
、
又
は
当
該
仮
名
加
工
情
報
を
他
の
情
報
と
照
合
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

４
 
議
会
は
、
仮
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
電
話
を
か
け
、
郵
便
若
し
く
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律

 

（
平
成

1
4
年
法
律
第

9
9
号
）
第
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
信

 

書
便
に
よ
り
送
付
し
、
電
報
を
送
達
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
若
し
く
は
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方

 

法
で
あ
っ
て
議
長
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
用
い
て
送
信
し
、
又
は
住
居
を
訪
問
す
る
た
め
に
、
当
該
仮
名
加
工
情
報
に
含
ま
れ
る
連
絡
先
そ
の
他
の
情
報
を
利
用
し
て

 

は
な
ら
な
い
。

 

５
 
前
各
項
の
規
定
は
、
議
会
に
係
る
仮
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
の
委
託
（
２
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者
が
受
託
し
た
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て

 

準
用
す
る
。

 

（
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
係
る
義
務
）

 

第
1
6
条

 
議
会
は
、
匿
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
当
該
匿
名
加
工
情
報
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
個
人
情
報
に
係
る
本
人
を
識
別

 

す
る
た
め
に
、
当
該
個
人
情
報
か
ら
削
除
さ
れ
た
記
述
等
若
し
く
は
個
人
識
別
符
号
若
し
く
は
法
第

4
3
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
加
工
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
取

 

得
し
、
又
は
当
該
匿
名
加
工
情
報
を
他
の
情
報
と
照
合
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

２
 
議
会
は
、
匿
名
加
工
情
報
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
匿
名
加
工
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

 

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
前
２
項
の
規
定
は
、
議
会
に
係
る
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
の
委
託
（
２
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者
が
受
託
し
た
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て

 

準
用
す
る
。

 

第
３
章

 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

（
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
の
作
成
及
び
公
表
）

 

第
1
7
条

 
議
長
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
会
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
議
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載

 

し
た
帳
簿
（
以
下
「
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

 

(
2
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
が
利
用
に
供
さ
れ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
組
織
の
名
称

 

(
3
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
利
用
目
的

 

(
4
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
る
項
目
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
記
録
項
目
」
と
い
う
。
）
及
び
本
人
（
他
の
個
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
ら

 

な
い
で
検
索
し
得
る
者
に
限
る
。
次
項
第
１
号
カ
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
る
個
人
の
範
囲
（
次
項
第
２
号
に
お
い
て
「
記
載
範
囲
」

 

と
い
う
。
）

 

(
5
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
る
個
人
情
報
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
記
録
情
報
」
と
い
う
。
）
の
収
集
方
法

 

(
6
)
 
記
録
情
報
に
要
配
慮
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

 

(
7
)
 
記
録
情
報
を
議
会
以
外
の
者
に
経
常
的
に
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
提
供
先

 

(
8
)
 
次
条
第
１
項
、
第

3
1
条
第
１
項
又
は
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
受
理
す
る
組
織
の
名
称
及
び
所
在
地

 

(
9
)
 
第
3
1
条
第
１
項
た
だ
し
書
又
は
第

3
8
条
第
１
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

 

２
 
前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

 

(
1
)
 
次
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

ア
 
議
会
の
議
員
若
し
く
は
議
員
で
あ
っ
た
者
又
は
職
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
っ
た
者
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
専
ら
そ
の
人
事
、
議
員
報
酬
、
給
与
又
は

 

報
酬
、
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
項
を
記
録
す
る
も
の
（
議
長
が
行
う
職
員
の
採
用
試
験
に
関
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
含
む
。
）

 
 

イ
 
専
ら
試
験
的
な
電
子
計
算
機
処
理
の
用
に
供
す
る
た
め
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

ウ
 
１
年
以
内
に
消
去
す
る
こ
と
と
な
る
記
録
情
報
の
み
を
記
録
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

エ
 
資
料
そ
の
他
の
物
品
若
し
く
は
金
銭
の
送
付
又
は
業
務
上
必
要
な
連
絡
の
た
め
に
利
用
す
る
記
録
情
報
を
記
録
し
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
送
付
又
は
連
絡

 

の
相
手
方
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
の
送
付
又
は
連
絡
に
必
要
な
事
項
の
み
を
記
録
す
る
も
の

 

オ
 
職
員
が
学
術
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
そ
の
発
意
に
基
づ
き
作
成
し
、
又
は
取
得
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
記
録
情
報
を
専
ら
当
該
学
術
研
究
の
目
的
の

 

た
め
に
利
用
す
る
も
の

 

カ
 
本
人
の
数
が
議
長
が
定
め
る
数
に
満
た
な
い
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

キ
 
ア
か
ら
カ
ま
で
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

(
2
)
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
記
録
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
記
録
し
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
用
目

 

的
、
記
録
項
目
及
び
記
録
範
囲
が
当
該
公
表
に
係
る
こ
れ
ら
の
事
項
の
範
囲
内
の
も
の

 

(
3
)
 
前
号
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
記
録
項
目
の
一
部
若
し
く
は
同
項
第
５
号
若
し
く
は
第
７
号
に
掲
げ
る
事
項
を
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
記
載
し
、
又
は
個
人

 

情
報
フ
ァ
イ
ル
を
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
目
的
に
係
る
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
著
し
い
支
障
を

 

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
記
録
項
目
の
一
部
若
し
く
は
事
項
を
記
載
せ
ず
、
又
は
そ
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
し
な
い

 

こ
と
が
で
き
る
。

 

第
４
章

 
開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止

 

第
１
節

 
開
示

 

（
開
示
請
求
権
）

 

「
記

録
範

囲
」
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し
た
帳
簿
（
以
下
「
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称

 

(
2
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
が
利
用
に
供
さ
れ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
組
織
の
名
称

 

(
3
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
利
用
目
的

 

(
4
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
る
項
目
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
記
録
項
目
」
と
い
う
。
）
及
び
本
人
（
他
の
個
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
ら

 

な
い
で
検
索
し
得
る
者
に
限
る
。
次
項
第
１
号
カ
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
る
個
人
の
範
囲
（
次
項
第
２
号
に
お
い
て
「
記
載
範
囲
」

 

と
い
う
。
）

 

(
5
)
 
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
る
個
人
情
報
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
記
録
情
報
」
と
い
う
。
）
の
収
集
方
法

 

(
6
)
 
記
録
情
報
に
要
配
慮
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

 

(
7
)
 
記
録
情
報
を
議
会
以
外
の
者
に
経
常
的
に
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
提
供
先

 

(
8
)
 
次
条
第
１
項
、
第

3
1
条
第
１
項
又
は
第

3
8
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
受
理
す
る
組
織
の
名
称
及
び
所
在
地

 

(
9
)
 
第

3
1
条
第
１
項
た
だ
し
書
又
は
第

3
8
条
第
１
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

 

２
 
前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

 

(
1
)
 
次
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

ア
 
議
会
の
議
員
若
し
く
は
議
員
で
あ
っ
た
者
又
は
職
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
っ
た
者
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
専
ら
そ
の
人
事
、
議
員
報
酬
、
給
与
又
は

 

報
酬
、
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
項
を
記
録
す
る
も
の
（
議
長
が
行
う
職
員
の
採
用
試
験
に
関
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
含
む
。
）

 
 

イ
 
専
ら
試
験
的
な
電
子
計
算
機
処
理
の
用
に
供
す
る
た
め
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

ウ
 
１
年
以
内
に
消
去
す
る
こ
と
と
な
る
記
録
情
報
の
み
を
記
録
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

エ
 
資
料
そ
の
他
の
物
品
若
し
く
は
金
銭
の
送
付
又
は
業
務
上
必
要
な
連
絡
の
た
め
に
利
用
す
る
記
録
情
報
を
記
録
し
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
送
付
又
は
連
絡

 

の
相
手
方
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
の
送
付
又
は
連
絡
に
必
要
な
事
項
の
み
を
記
録
す
る
も
の

 

オ
 
職
員
が
学
術
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
そ
の
発
意
に
基
づ
き
作
成
し
、
又
は
取
得
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
記
録
情
報
を
専
ら
当
該
学
術
研
究
の
目
的
の

 

た
め
に
利
用
す
る
も
の

 

カ
 
本
人
の
数
が
議
長
が
定
め
る
数
に
満
た
な
い
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

キ
 
ア
か
ら
カ
ま
で
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

(
2
)
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
記
録
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
記
録
し
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
用
目

 

的
、
記
録
項
目
及
び
記
録
範
囲
が
当
該
公
表
に
係
る
こ
れ
ら
の
事
項
の
範
囲
内
の
も
の

 

(
3
)
 
前
号
に
掲
げ
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
記
録
項
目
の
一
部
若
し
く
は
同
項
第
５
号
若
し
く
は
第
７
号
に
掲
げ
る
事
項
を
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
記
載
し
、
又
は
個
人

 

情
報
フ
ァ
イ
ル
を
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
目
的
に
係
る
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
著
し
い
支
障
を

 

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
記
録
項
目
の
一
部
若
し
く
は
事
項
を
記
載
せ
ず
、
又
は
そ
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
し
な
い

 

こ
と
が
で
き
る
。

 

第
４
章

 
開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止

 

第
１
節

 
開
示

 

（
開
示
請
求
権
）

 

 

第
1
8
条

 
何
人
も
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、
議
会
の
保
有
す
る
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

２
 
未
成
年
者
若
し
く
は
成
年
被
後
見
人
の
法
定
代
理
人
又
は
本
人
の
委
任
に
よ
る
代
理
人
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
代
理
人
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
前

 

項
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
（
以
下
こ
の
章
及
び
第

4
8
条
に
お
い
て
「
開
示
請
求
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
開
示
請
求
の
手
続
）

 

第
1
9
条

 
開
示
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
第
３
項
に
お
い
て
「
開
示
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
議
長
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
開
示
請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

 

(
2
)
 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
の
名
称
そ
の
他
の
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
開
示
請
求
を
す
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
（
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

 

る
開
示
請
求
に
あ
っ
て
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
）
を
示
す
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
議
長
は
、
開
示
請
求
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
開
示
請
求
を
し
た
者
（
以
下
「
開
示
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ

 

の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
補
正
の
参
考
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
開
示
義
務
）

 

第
2
0
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
（
以
下
「
不
開
示
情
報
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
か
が
含
ま

 

れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
開
示
請
求
者
（
第

1
8
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
代
理
人
が
本
人
に
代
わ
っ
て
開
示
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
本
人
を
い
う
。
次
号
及
び
第
３
号
、
次
条
第
２

 

項
並
び
に
第

2
7
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

 

(
2
)
 
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
に
関
す
る
情
報
（
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他

 

の
記
述
等
に
よ
り
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別

 

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
個
人
識
別
符
号
が
含
ま
れ
る
も
の
又
は
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

 

開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
除
く
。

 

ア
 
法
令
の
規
定
に
よ
り
又
は
慣
行
と
し
て
開
示
請
求
者
が
知
る
こ
と
が
で
き
、
又
は
知
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
情
報

 

イ
 
人
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
開
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報

 

ウ
 
当
該
個
人
が
公
務
員
等
（
国
家
公
務
員
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

1
2
0
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
２
条
第
４
項
に
規
定

 

す
る
行
政
執
行
法
人
の
役
員
及
び
職
員
を
除
く
。

)
、
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
及
び
職
員
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
地
方
公

 

務
員
並
び
に
地
方
独
立
行
政
法
人
の
役
員
及
び
職
員
を
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
情
報
が
そ
の
職
務
の
遂
行
に
係
る
情
報
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
情
報
の

 

う
ち
、
当
該
公
務
員
等
の
職
及
び
当
該
職
務
遂
行
の
内
容
に
係
る
部
分

 

(
3
)
 
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報

 

又
は
開
示
請
求
者
以
外
の
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
。
た
だ
し
、
人
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た

 

め
、
開
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
を
除
く
。

 

ア
 
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
個
人
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

 

イ
 
議
会
の
要
請
を
受
け
て
、
開
示
し
な
い
と
の
条
件
で
任
意
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
人
等
又
は
個
人
に
お
け
る
通
例
と
し
て
開
示
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

 

る
も
の
そ
の
他
の
当
該
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
当
該
情
報
の
性
質
、
当
時
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

 

(
4
)
 
議
長
が
第

2
4
条
各
項
の
決
定
（
以
下
「
開
示
決
定
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
又
は
捜
査
、
公
訴
の
維

 

持
、
刑
の
執
行
そ
の
他
の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
議
長
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報
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第
1
8
条

 
何
人
も
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、
議
会
の
保
有
す
る
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

２
 
未
成
年
者
若
し
く
は
成
年
被
後
見
人
の
法
定
代
理
人
又
は
本
人
の
委
任
に
よ
る
代
理
人
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
代
理
人
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
前

 

項
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
（
以
下
こ
の
章
及
び
第

4
8
条
に
お
い
て
「
開
示
請
求
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
開
示
請
求
の
手
続
）

 

第
1
9
条

 
開
示
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
第
３
項
に
お
い
て
「
開
示
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
議
長
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
開
示
請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

 

(
2
)
 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
の
名
称
そ
の
他
の
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
開
示
請
求
を
す
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
（
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

 

る
開
示
請
求
に
あ
っ
て
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
）
を
示
す
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
議
長
は
、
開
示
請
求
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
開
示
請
求
を
し
た
者
（
以
下
「
開
示
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ

 

の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
補
正
の
参
考
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
開
示
義
務
）

 

第
2
0
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
（
以
下
「
不
開
示
情
報
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
か
が
含
ま

 

れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
開
示
請
求
者
（
第

1
8
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
代
理
人
が
本
人
に
代
わ
っ
て
開
示
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
本
人
を
い
う
。
次
号
及
び
第
３
号
、
次
条
第
２

 

項
並
び
に
第

2
7
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

 

(
2
)
 
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
に
関
す
る
情
報
（
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他

 

の
記
述
等
に
よ
り
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別

 

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
個
人
識
別
符
号
が
含
ま
れ
る
も
の
又
は
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

 

開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
除
く
。

 

ア
 
法
令
の
規
定
に
よ
り
又
は
慣
行
と
し
て
開
示
請
求
者
が
知
る
こ
と
が
で
き
、
又
は
知
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
情
報

 

イ
 
人
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
開
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報

 

ウ
 
当
該
個
人
が
公
務
員
等
（
国
家
公
務
員
法
（
昭
和

2
2
年
法
律
第

1
2
0
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
２
条
第
４
項
に
規
定

 

す
る
行
政
執
行
法
人
の
役
員
及
び
職
員
を
除
く
。

)
、
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
及
び
職
員
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

2
5
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
地
方
公

 

務
員
並
び
に
地
方
独
立
行
政
法
人
の
役
員
及
び
職
員
を
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
情
報
が
そ
の
職
務
の
遂
行
に
係
る
情
報
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
情
報
の

 

う
ち
、
当
該
公
務
員
等
の
職
及
び
当
該
職
務
遂
行
の
内
容
に
係
る
部
分

 

(
3
)
 
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報

 

又
は
開
示
請
求
者
以
外
の
事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
。
た
だ
し
、
人
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た

 

め
、
開
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
を
除
く
。

 

ア
 
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
個
人
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

 

イ
 
議
会
の
要
請
を
受
け
て
、
開
示
し
な
い
と
の
条
件
で
任
意
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
人
等
又
は
個
人
に
お
け
る
通
例
と
し
て
開
示
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

 

る
も
の
そ
の
他
の
当
該
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
当
該
情
報
の
性
質
、
当
時
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

 

(
4
)
 
議
長
が
第

2
4
条
各
項
の
決
定
（
以
下
「
開
示
決
定
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
又
は
捜
査
、
公
訴
の
維

 

持
、
刑
の
執
行
そ
の
他
の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
議
長
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報

 

(
5
)
 
国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
の
内
部
又
は
相
互
間
に
お
け
る
審
議
、
検
討
又
は
協
議
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
開
示
す

 

る
こ
と
に
よ
り
、
率
直
な
意
見
の
交
換
若
し
く
は
意
思
決
定
の
中
立
性
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
、
不
当
に
住
民
の
間
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
又
は
特
定
の
者

 

に
不
当
に
利
益
を
与
え
若
し
く
は
不
利
益
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

 

(
6
)
 
国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る

 

お
そ
れ
そ
の
他
当
該
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

 

ア
 
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
、
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
又
は
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
お
そ
れ
 

イ
 
監
査
、
検
査
、
取
締
り
、
試
験
又
は
租
税
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
に
係
る
事
務
に
関
し
、
正
確
な
事
実
の
把
握
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
又
は
違
法
若
し
く
は
不
当
な
行

 

為
を
容
易
に
し
、
若
し
く
は
そ
の
発
見
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ

 

ウ
 
契
約
、
交
渉
又
は
争
訟
に
係
る
事
務
に
関
し
、
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
の
財
産
上
の
利
益
又
は
当
事
者
と
し
て
の
地
位
を

 

不
当
に
害
す
る
お
そ
れ

 

エ
 
調
査
研
究
に
係
る
事
務
に
関
し
、
そ
の
公
正
か
つ
能
率
的
な
遂
行
を
不
当
に
阻
害
す
る
お
そ
れ

 

オ
 
人
事
管
理
に
係
る
事
務
に
関
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

 

カ
 
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
企
業
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
係
る
事
業
に
関
し
、
そ
の
企
業
経
営
上
の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ

 
 

 
 

（
部
分
開
示
）

 

第
2
1
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
部
分
を
容
易
に
区
分
し
て
除
く
こ
と
が
で

 

き
る
と
き
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
に
つ
き
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
前
条
第
２
号
の
情
報
（
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
お

 

い
て
、
当
該
情
報
の
う
ち
、
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
記
述
等
及
び
個
人
識
別
符
号
の
部
分
を

 

除
く
こ
と
に
よ
り
、
開
示
し
て
も
、
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
は
、
同
号
の
情

 

報
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

 

（
裁
量
的
開
示
）

 

第
2
2
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

 

と
き
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
存
否
に
関
す
る
情
報
）

 

第
2
3
条

 
開
示
請
求
に
対
し
、
当
該
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
存
在
し
て
い
る
か
否
か
を
答
え
る
だ
け
で
、
不
開
示
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
議
長
は
、

 

当
該
保
有
個
人
情
報
の
存
否
を
明
ら
か
に
し
な
い
で
、
当
該
開
示
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
開
示
請
求
に
対
す
る
措
置
）

 

第
2
4
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
、
開
示
す
る
保
有
個
人

 

情
報
の
利
用
目
的
及
び
開
示
の
実
施
に
関
し
議
長
が
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
５
条
第
２
号
又
は
第
３
号
に
該
当
す
る
場
合
に

 

お
け
る
当
該
利
用
目
的
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
し
な
い
と
き
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
開
示
請
求
を
拒
否
す
る
と
き
、
及
び
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を

 

保
有
し
て
い
な
い
と
き
を
含
む
。
）
は
、
開
示
を
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
開
示
決
定
等
の
期
限
）

 

第
2
5
条

 
開
示
決
定
等
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

1
9
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
補
正
を
求
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
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(
5
)
 
国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
の
内
部
又
は
相
互
間
に
お
け
る
審
議
、
検
討
又
は
協
議
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
開
示
す

 

る
こ
と
に
よ
り
、
率
直
な
意
見
の
交
換
若
し
く
は
意
思
決
定
の
中
立
性
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
、
不
当
に
住
民
の
間
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
又
は
特
定
の
者

 

に
不
当
に
利
益
を
与
え
若
し
く
は
不
利
益
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

 

(
6
)
 
国
の
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る

 

お
そ
れ
そ
の
他
当
該
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

 

ア
 
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
、
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
又
は
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
お
そ
れ
 

イ
 
監
査
、
検
査
、
取
締
り
、
試
験
又
は
租
税
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
に
係
る
事
務
に
関
し
、
正
確
な
事
実
の
把
握
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
又
は
違
法
若
し
く
は
不
当
な
行

 

為
を
容
易
に
し
、
若
し
く
は
そ
の
発
見
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ

 

ウ
 
契
約
、
交
渉
又
は
争
訟
に
係
る
事
務
に
関
し
、
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
の
財
産
上
の
利
益
又
は
当
事
者
と
し
て
の
地
位
を

 

不
当
に
害
す
る
お
そ
れ

 

エ
 
調
査
研
究
に
係
る
事
務
に
関
し
、
そ
の
公
正
か
つ
能
率
的
な
遂
行
を
不
当
に
阻
害
す
る
お
そ
れ

 

オ
 
人
事
管
理
に
係
る
事
務
に
関
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

 

カ
 
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
企
業
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
係
る
事
業
に
関
し
、
そ
の
企
業
経
営
上
の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ

 
 

 
 

（
部
分
開
示
）

 

第
2
1
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
部
分
を
容
易
に
区
分
し
て
除
く
こ
と
が
で

 

き
る
と
き
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
に
つ
き
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
前
条
第
２
号
の
情
報
（
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
お

 

い
て
、
当
該
情
報
の
う
ち
、
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
記
述
等
及
び
個
人
識
別
符
号
の
部
分
を

 

除
く
こ
と
に
よ
り
、
開
示
し
て
も
、
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
は
、
同
号
の
情

 

報
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

 

（
裁
量
的
開
示
）

 

第
2
2
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

 

と
き
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
存
否
に
関
す
る
情
報
）

 

第
2
3
条

 
開
示
請
求
に
対
し
、
当
該
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
存
在
し
て
い
る
か
否
か
を
答
え
る
だ
け
で
、
不
開
示
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
議
長
は
、

 

当
該
保
有
個
人
情
報
の
存
否
を
明
ら
か
に
し
な
い
で
、
当
該
開
示
請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
開
示
請
求
に
対
す
る
措
置
）

 

第
2
4
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
、
開
示
す
る
保
有
個
人

 

情
報
の
利
用
目
的
及
び
開
示
の
実
施
に
関
し
議
長
が
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
５
条
第
２
号
又
は
第
３
号
に
該
当
す
る
場
合
に

 

お
け
る
当
該
利
用
目
的
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
し
な
い
と
き
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
開
示
請
求
を
拒
否
す
る
と
き
、
及
び
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を

 

保
有
し
て
い
な
い
と
き
を
含
む
。
）
は
、
開
示
を
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
開
示
決
定
等
の
期
限
）

 

第
2
5
条

 
開
示
決
定
等
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

1
9
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
補
正
を
求
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

 

 

当
該
補
正
に
要
し
た
日
数
は
、
当
該
期
間
に
算
入
し
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を

3
0
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
開
示
決
定
等
の
期
限
の
特
例
）

 

第
2
6
条

 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
著
し
く
大
量
で
あ
る
た
め
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

6
0
日
以
内
に
そ
の
全
て
に
つ
い
て
開
示
決
定
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
事

 

務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
う
ち
の
相
当
の
部
分
に
つ
き

 

当
該
期
間
内
に
開
示
決
定
等
を
し
、
残
り
の
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
相
当
の
期
間
内
に
開
示
決
定
等
を
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
同
条
第
１
項

 

に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
本
項
の
規
定
を
適
用
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

 

(
2
)
 
残
り
の
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
開
示
決
定
等
を
す
る
期
限

 

２
 
前
条
の
規
定
に
よ
る
開
示
決
定
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
に
、
議
長
及
び
副
議
長
が
と
も
に
欠
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
の
日
数
は
、
同
条
の
期

 

間
に
算
入
し
な
い
。

 

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

 

第
2
7
条

 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求
者
以
外
の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第

4
5
条
第
２
項

 

第
３
号
及
び
第

4
6
条
に
お
い
て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
議
長
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三

 

者
に
対
し
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ
の
他
議
長
が
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が

 

で
き
る
。

 

２
 
議
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第

2
4
条
第
１
項
の
決
定
（
以
下
「
開
示
決
定
」
と
い
う
。
）
に
先
立
ち
、
当
該
第
三
者
に
対
し
、
議
長
が
定
め
る

 

と
こ
ろ
に
よ
り
、
開
示
請
求
に
係
る
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ
の
他
議
長
が
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ

 

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
第
三
者
の
所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
保
有
個
人
情
報
を
開
示
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
第

2
0
条
第
２
号
イ
又
は
同
条
第
３
号

 

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

(
2
)
 
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
保
有
個
人
情
報
を
第

2
2
条
の
規
定
に
よ
り
開
示
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

 

３
 
議
長
は
、
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た

 

場
合
に
お
い
て
、
開
示
決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施
す
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
２
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

 

議
長
は
、
開
示
決
定
後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第

4
5
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び

 

に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
開
示
の
実
施
）

 

第
2
8
条

 
保
有
個
人
情
報
の
開
示
は
、
当
該
保
有
個
人
情
報
が
、
文
書
又
は
図
画
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
に
よ
り
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い

 

る
と
き
は
そ
の
種
別
、
情
報
化
の
進
展
状
況
等
を
勘
案
し
て
議
長
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
閲
覧
の
方
法
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
あ
っ
て
は
、
議
長

 

は
、
当
該
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
又
は
図
画
の
保
存
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
写
し

 

に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
の
開
示
の
方
法
に
関
す
る
定
め
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
開
示
決
定
に
基
づ
き
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、
そ
の
求
め
る
開
示
の
実
施
の
方
法
等
を
申
し
出
な
け
れ
ば
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当
該
補
正
に
要
し
た
日
数
は
、
当
該
期
間
に
算
入
し
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を

3
0
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
開
示
決
定
等
の
期
限
の
特
例
）

 

第
2
6
条

 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
著
し
く
大
量
で
あ
る
た
め
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

6
0
日
以
内
に
そ
の
全
て
に
つ
い
て
開
示
決
定
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
事

 

務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
う
ち
の
相
当
の
部
分
に
つ
き

 

当
該
期
間
内
に
開
示
決
定
等
を
し
、
残
り
の
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
相
当
の
期
間
内
に
開
示
決
定
等
を
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
同
条
第
１
項

 

に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
本
項
の
規
定
を
適
用
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

 

(
2
)
 
残
り
の
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
開
示
決
定
等
を
す
る
期
限

 

２
 
前
条
の
規
定
に
よ
る
開
示
決
定
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
に
、
議
長
及
び
副
議
長
が
と
も
に
欠
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
の
日
数
は
、
同
条
の
期

 

間
に
算
入
し
な
い
。

 

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

 

第
2
7
条

 
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
独
立
行
政
法
人
及
び
開
示
請
求
者
以
外
の
者
（
以
下
こ
の
条
、
第

4
5
条
第
２
項

 

第
３
号
及
び
第

4
6
条
に
お
い
て
「
第
三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
議
長
は
、
開
示
決
定
等
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三

 

者
に
対
し
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ
の
他
議
長
が
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が

 

で
き
る
。

 

２
 
議
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第

2
4
条
第
１
項
の
決
定
（
以
下
「
開
示
決
定
」
と
い
う
。
）
に
先
立
ち
、
当
該
第
三
者
に
対
し
、
議
長
が
定
め
る

 

と
こ
ろ
に
よ
り
、
開
示
請
求
に
係
る
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
そ
の
他
議
長
が
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ

 

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
第
三
者
の
所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
保
有
個
人
情
報
を
開
示
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
第

2
0
条
第
２
号
イ
又
は
同
条
第
３
号

 

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

 

(
2
)
 
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
保
有
個
人
情
報
を
第

2
2
条
の
規
定
に
よ
り
開
示
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

 

３
 
議
長
は
、
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た

 

場
合
に
お
い
て
、
開
示
決
定
を
す
る
と
き
は
、
開
示
決
定
の
日
と
開
示
を
実
施
す
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
２
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

 

議
長
は
、
開
示
決
定
後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第

4
5
条
に
お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
開
示
決
定
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び

 

に
開
示
を
実
施
す
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
開
示
の
実
施
）

 

第
2
8
条

 
保
有
個
人
情
報
の
開
示
は
、
当
該
保
有
個
人
情
報
が
、
文
書
又
は
図
画
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
に
よ
り
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い

 

る
と
き
は
そ
の
種
別
、
情
報
化
の
進
展
状
況
等
を
勘
案
し
て
議
長
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
閲
覧
の
方
法
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
あ
っ
て
は
、
議
長

 

は
、
当
該
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
又
は
図
画
の
保
存
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
写
し

 

に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 
議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
の
開
示
の
方
法
に
関
す
る
定
め
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
開
示
決
定
に
基
づ
き
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、
そ
の
求
め
る
開
示
の
実
施
の
方
法
等
を
申
し
出
な
け
れ
ば

 
な
ら
な
い
。

 

４
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
第

2
4
条
第
１
項
に
規
定
す
る
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
内
に
当
該
申
出
を
す
る
こ

 

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
他
の
法
令
に
よ
る
開
示
の
実
施
と
の
調
整
）

 

第
2
9
条

 
議
長
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
開
示
請
求
者
に
対
し
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
前
条
第
１
項
本
文
に
規
定
す
る
方
法
と
同
一
の
方
法
で
開
示
す
る
こ

 

と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
（
開
示
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
期
間
内
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
保
有
個
人
情
報

 

に
つ
い
て
は
、
当
該
同
一
の
方
法
に
よ
る
開
示
を
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
他
の
法
令
の
規
定
に
一
定
の
場
合
に
は
開
示
を
し
な
い
旨
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

 

で
な
い
。

 

２
 
他
の
法
令
の
規
定
に
定
め
る
開
示
の
方
法
が
縦
覧
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
縦
覧
を
前
条
第
１
項
本
文
の
閲
覧
と
み
な
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

 

（
開
示
請
求
の
手
数
料
）

 

第
3
0
条

 
議
長
に
対
し
開
示
請
求
を
す
る
者
は
、
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
交
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
交
付
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に

 

掲
げ
る
交
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 

(
1
)
 
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書
若
し
く
は
図
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
文
書
等
」
と
い
う
。
）
又
は
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
（
以
下

 

こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
電
磁
的
記
録
」
と
い
う
。
）
を
用
紙
の
片
面
に
白
黒
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

1
0
円

 

 
 

(
2
)
 
対
象
文
書
等
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
を
用
紙
の
両
面
に
白
黒
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

2
0
円

 

 
 

(
3
)
 
対
象
文
書
等
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
を
用
紙
の
片
面
に
カ
ラ
ー
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

8
0
円

 
 

 
 

(
4
)
 
対
象
文
書
等
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
を
用
紙
の
両
面
に
カ
ラ
ー
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

1
6
0
円

 

(
5
)
 
対
象
電
磁
的
記
録
を
光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業
規
格
Ⅹ

0
6
0
6
及
び
Ｘ

6
2
8
1
に
適
合
す
る
直
径

1
2
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能

 

な
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

 
光
デ
ィ
ス
ク
１
枚
に
つ
き

5
0
円

 

第
２
節

 
訂
正

 

（
訂
正
請
求
権
）

 

第
3
1
条

 
何
人
も
、
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
（
次
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
第

3
8
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
が
事
実
で
な
い
と
思
料
す
る
と
き
は
、
こ

 

の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
（
追
加
又
は
削
除
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
。
た
だ
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
に
関
し
て
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
特
別
の
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
開
示
決
定
に
基
づ
き
開
示
を
受
け
た
保
有
個
人
情
報

 

(
2
)
 
開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
第

2
9
条
第
１
項
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
開
示
を
受
け
た
も
の

 

２
 
代
理
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
訂
正
の
請
求
（
以
下
こ
の
章
及
び
第

4
8
条
に
お
い
て
「
訂
正
請
求
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
 
訂
正
請
求
は
、
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
か
ら

9
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
訂
正
請
求
の
手
続
）

 

第
3
2
条

 
訂
正
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
第
３
項
に
お
い
て
「
訂
正
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
議
長
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
訂
正
請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

 

(
2
)
 
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
そ
の
他
当
該
保
有
個
人
情
報
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

 

(
3
)
 
訂
正
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
訂
正
請
求
を
す
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
（
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
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な
ら
な
い
。

 

４
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
第

2
4
条
第
１
項
に
規
定
す
る
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
内
に
当
該
申
出
を
す
る
こ

 

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
他
の
法
令
に
よ
る
開
示
の
実
施
と
の
調
整
）

 

第
2
9
条

 
議
長
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
開
示
請
求
者
に
対
し
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
が
前
条
第
１
項
本
文
に
規
定
す
る
方
法
と
同
一
の
方
法
で
開
示
す
る
こ

 

と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
（
開
示
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
期
間
内
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
保
有
個
人
情
報

 

に
つ
い
て
は
、
当
該
同
一
の
方
法
に
よ
る
開
示
を
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
他
の
法
令
の
規
定
に
一
定
の
場
合
に
は
開
示
を
し
な
い
旨
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

 

で
な
い
。

 

２
 
他
の
法
令
の
規
定
に
定
め
る
開
示
の
方
法
が
縦
覧
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
縦
覧
を
前
条
第
１
項
本
文
の
閲
覧
と
み
な
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

 

（
開
示
請
求
の
手
数
料
）

 

第
3
0
条

 
議
長
に
対
し
開
示
請
求
を
す
る
者
は
、
第

2
8
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
交
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
交
付
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に

 

掲
げ
る
交
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 

(
1
)
 
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書
若
し
く
は
図
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
文
書
等
」
と
い
う
。
）
又
は
保
有
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
（
以
下

 

こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
電
磁
的
記
録
」
と
い
う
。
）
を
用
紙
の
片
面
に
白
黒
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

1
0
円

 

 
 

(
2
)
 
対
象
文
書
等
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
を
用
紙
の
両
面
に
白
黒
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

2
0
円

 

 
 

(
3
)
 
対
象
文
書
等
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
を
用
紙
の
片
面
に
カ
ラ
ー
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

8
0
円

 
 

 
 

(
4
)
 
対
象
文
書
等
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
を
用
紙
の
両
面
に
カ
ラ
ー
で
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

 
用
紙
１
枚
に
つ
き

1
6
0
円

 

(
5
)
 
対
象
電
磁
的
記
録
を
光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業
規
格
Ⅹ

0
6
0
6
及
び
Ｘ

6
2
8
1
に
適
合
す
る
直
径

1
2
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能

 

な
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

 
光
デ
ィ
ス
ク
１
枚
に
つ
き

5
0
円

 

第
２
節

 
訂
正

 

（
訂
正
請
求
権
）

 

第
3
1
条

 
何
人
も
、
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
（
次
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
第

3
8
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
が
事
実
で
な
い
と
思
料
す
る
と
き
は
、
こ

 

の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
（
追
加
又
は
削
除
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
。
た
だ
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
に
関
し
て
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
特
別
の
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
開
示
決
定
に
基
づ
き
開
示
を
受
け
た
保
有
個
人
情
報

 

(
2
)
 
開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
第

2
9
条
第
１
項
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
開
示
を
受
け
た
も
の

 

２
 
代
理
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
訂
正
の
請
求
（
以
下
こ
の
章
及
び
第

4
8
条
に
お
い
て
「
訂
正
請
求
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
 
訂
正
請
求
は
、
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
か
ら

9
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
訂
正
請
求
の
手
続
）

 

第
3
2
条

 
訂
正
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
第
３
項
に
お
い
て
「
訂
正
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
議
長
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
訂
正
請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

 

(
2
)
 
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
そ
の
他
当
該
保
有
個
人
情
報
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

 

(
3
)
 
訂
正
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
訂
正
請
求
を
す
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
（
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

 

 

る
訂
正
請
求
に
あ
っ
て
は
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
）
を
示
す
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
議
長
は
、
訂
正
請
求
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
訂
正
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
訂
正
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
相
当
の
期

 

間
を
定
め
て
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
義
務
）

 

第
3
3
条

 
議
長
は
、
訂
正
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
訂
正
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的
の
達
成
に

 

必
要
な
範
囲
内
で
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
訂
正
請
求
に
対
す
る
措
置
）

 

第
3
4
条

 
議
長
は
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

 

な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

 

い
。

 

（
訂
正
決
定
等
の
期
限
）

 

第
3
5
条

 
前
条
各
項
の
決
定
（
以
下
「
訂
正
決
定
等
」
と
い
う
。
）
は
、
訂
正
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

3
2
条
第
３
項
の
規
定

 

に
よ
り
補
正
を
求
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
補
正
に
要
し
た
日
数
は
、
当
該
期
間
に
算
入
し
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を

3
0
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
訂
正
決
定
等
の
期
限
の
特
例
）

 

第
3
6
条

 
議
長
は
、
訂
正
決
定
等
に
特
に
長
期
間
を
要
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
の
期
間
内
に
訂
正
決
定
等
を
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
場
合

 

に
お
い
て
、
議
長
は
、
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
本
項
の
規
定
を
適
用
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

 

(
2
)
 
訂
正
決
定
等
を
す
る
期
限

 

２
 
前
条
の
規
定
に
よ
る
訂
正
決
定
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
に
、
議
長
及
び
副
議
長
が
と
も
に
欠
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
の
日
数
は
、
同
条
の
期

 

 
 
間
に
算
入
し
な
い
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
提
供
先
へ
の
通
知
）

 

第
3
7
条

 
議
長
は
、
第

3
4
条
第
１
項
の
決
定
に
基
づ
く
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
の
実
施
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
提
供

 

 
先
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

 

第
３
節

 
利
用
停
止

 

（
利
用
停
止
請
求
権
）

 

第
3
8
条

 
何
人
も
、
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、

 

当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
の
停
止
、
消
去
又
は
提
供
の
停
止
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
停
止
」

 

と
い
う
。
）
に
関
し
て
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
特
別
の
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
保
有
さ
れ
て
い
る
と
き
、
第
６
条
の
規
定
に
違
反
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
き
、
第
７
条
の
規
定
に
違
反
し
て
取
得
さ
れ
た
も
の

 

 
で
あ
る
と
き
、
又
は
第

1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
き

 
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
の
停
止
又
は
消
去

 

(
2
)
 
第
1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
と
き

 
当
該
保
有
個
人
情
報
の
提
供
の
停
止
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る
訂
正
請
求
に
あ
っ
て
は
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
）
を
示
す
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
議
長
は
、
訂
正
請
求
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
訂
正
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
訂
正
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
相
当
の
期

 

間
を
定
め
て
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
義
務
）

 

第
3
3
条

 
議
長
は
、
訂
正
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
訂
正
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的
の
達
成
に

 

必
要
な
範
囲
内
で
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
訂
正
請
求
に
対
す
る
措
置
）

 

第
3
4
条

 
議
長
は
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

 

な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
訂
正
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

 

い
。

 

（
訂
正
決
定
等
の
期
限
）

 

第
3
5
条

 
前
条
各
項
の
決
定
（
以
下
「
訂
正
決
定
等
」
と
い
う
。
）
は
、
訂
正
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

3
2
条
第
３
項
の
規
定

 

に
よ
り
補
正
を
求
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
補
正
に
要
し
た
日
数
は
、
当
該
期
間
に
算
入
し
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を

3
0
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
訂
正
決
定
等
の
期
限
の
特
例
）

 

第
3
6
条

 
議
長
は
、
訂
正
決
定
等
に
特
に
長
期
間
を
要
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
の
期
間
内
に
訂
正
決
定
等
を
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
場
合

 

に
お
い
て
、
議
長
は
、
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
訂
正
請
求
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
本
項
の
規
定
を
適
用
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

 

(
2
)
 
訂
正
決
定
等
を
す
る
期
限

 

２
 
前
条
の
規
定
に
よ
る
訂
正
決
定
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
に
、
議
長
及
び
副
議
長
が
と
も
に
欠
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
の
日
数
は
、
同
条
の
期

 

 
 
間
に
算
入
し
な
い
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
提
供
先
へ
の
通
知
）

 

第
3
7
条

 
議
長
は
、
第

3
4
条
第
１
項
の
決
定
に
基
づ
く
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
の
実
施
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
提
供

 

 
先
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

 

第
３
節

 
利
用
停
止

 

（
利
用
停
止
請
求
権
）

 

第
3
8
条

 
何
人
も
、
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
長
に
対
し
、

 

当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
の
停
止
、
消
去
又
は
提
供
の
停
止
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
停
止
」

 

と
い
う
。
）
に
関
し
て
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
特
別
の
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

(
1
)
 
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
保
有
さ
れ
て
い
る
と
き
、
第
６
条
の
規
定
に
違
反
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
き
、
第
７
条
の
規
定
に
違
反
し
て
取
得
さ
れ
た
も
の

 

 
で
あ
る
と
き
、
又
は
第

1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
き

 
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
の
停
止
又
は
消
去

 

(
2
)
 
第

1
2
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
と
き

 
当
該
保
有
個
人
情
報
の
提
供
の
停
止

 

２
 
代
理
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
停
止
の
請
求
（
以
下
こ
の
章
及
び
第

4
8
条
に
お
い
て
「
利
用
停
止
請
求
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

３
 
利
用
停
止
請
求
は
、
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
か
ら

9
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
利
用
停
止
請
求
の
手
続
）

 

第
3
9
条

 
利
用
停
止
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
第
３
項
に
お
い
て
「
利
用
停
止
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
議
長
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
利
用
停
止
請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

 

(
2
)
 
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
そ
の
他
当
該
保
有
個
人
情
報
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

 

(
3
)
 
利
用
停
止
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
利
用
停
止
請
求
を
す
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
（
前
条
第
２
項
の

 

規
定
に
よ
る
利
用
停
止
請
求
に
あ
っ
て
は
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
）
を
示
す
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

 

な
い
。

 

３
 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
停
止
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
停
止
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対

 

し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
義
務
）

 

第
4
0
条

 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利
用
停
止
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保

 

す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
、
当
該
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
こ

 

と
に
よ
り
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的
に
係
る
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

 

れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
利
用
停
止
請
求
に
対
す
る
措
置
）

 

第
4
1
条

 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な

 

 
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
利
用
停
止
決
定
等
の
期
限
）

 

第
4
2
条

 
前
条
各
項
の
決
定
（
以
下
「
利
用
停
止
決
定
等
」
と
い
う
。
）
は
、
利
用
停
止
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

3
9
条
第
３

 

項
の
規
定
に
よ
り
補
正
を
求
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
補
正
に
要
し
た
日
数
は
、
当
該
期
間
に
算
入
し
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を

3
0
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
利
用
停
止
決
定
等
の
期
限
の
特
例
）

 

第
4
3
条

 
議
長
は
、
利
用
停
止
決
定
等
に
特
に
長
期
間
を
要
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
の
期
間
内
に
利
用
停
止
決
定
等
を
す
れ
ば
足
り
る
。

 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
本
項
の
規
定
を
適
用
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

 

(
2
)
 
利
用
停
止
決
定
等
を
す
る
期
限

 

２
 
前
条
の
規
定
に
よ
る
利
用
停
止
決
定
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
に
、
議
長
及
び
副
議
長
が
と
も
に
欠
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
の
日
数
は
、
同
条

 

 
の
期
間
に
算
入
し
な
い
。
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２
 
代
理
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
停
止
の
請
求
（
以
下
こ
の
章
及
び
第

4
8
条
に
お
い
て
「
利
用
停
止
請
求
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

３
 
利
用
停
止
請
求
は
、
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
か
ら

9
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
利
用
停
止
請
求
の
手
続
）

 

第
3
9
条

 
利
用
停
止
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
第
３
項
に
お
い
て
「
利
用
停
止
請
求
書
」
と
い
う
。
）
を
議
長
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
利
用
停
止
請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

 

(
2
)
 
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
日
そ
の
他
当
該
保
有
個
人
情
報
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項

 

(
3
)
 
利
用
停
止
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由

 

２
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
利
用
停
止
請
求
を
す
る
者
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
（
前
条
第
２
項
の

 

規
定
に
よ
る
利
用
停
止
請
求
に
あ
っ
て
は
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
）
を
示
す
書
類
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

 

な
い
。

 

３
 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
書
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
停
止
請
求
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利
用
停
止
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対

 

し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
義
務
）

 

第
4
0
条

 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利
用
停
止
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保

 

す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
、
当
該
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
こ

 

と
に
よ
り
、
当
該
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的
に
係
る
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

 

れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
利
用
停
止
請
求
に
対
す
る
措
置
）

 

第
4
1
条

 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な

 

 
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
利
用
停
止
決
定
等
の
期
限
）

 

第
4
2
条

 
前
条
各
項
の
決
定
（
以
下
「
利
用
停
止
決
定
等
」
と
い
う
。
）
は
、
利
用
停
止
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

3
9
条
第
３

 

項
の
規
定
に
よ
り
補
正
を
求
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
補
正
に
要
し
た
日
数
は
、
当
該
期
間
に
算
入
し
な
い
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を

3
0
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
利
用
停
止
決
定
等
の
期
限
の
特
例
）

 

第
4
3
条

 
議
長
は
、
利
用
停
止
決
定
等
に
特
に
長
期
間
を
要
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
の
期
間
内
に
利
用
停
止
決
定
等
を
す
れ
ば
足
り
る
。

 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
利
用
停
止
請
求
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
本
項
の
規
定
を
適
用
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

 

(
2
)
 
利
用
停
止
決
定
等
を
す
る
期
限

 

２
 
前
条
の
規
定
に
よ
る
利
用
停
止
決
定
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
に
、
議
長
及
び
副
議
長
が
と
も
に
欠
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
の
日
数
は
、
同
条

 

 
の
期
間
に
算
入
し
な
い
。

 

 

第
４
節

 
審
査
請
求

 

（
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）

 

第
4
4
条

 
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

 

 
審
査
法
（
平
成

2
6
年
法
律
第

6
8
号
）
第
９
条
第
１
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

 

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）

 

第
4
5
条

 
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議

 

 
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
栃
木
県
行
政
不
服
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

 

(
2
)
 
裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反
対

 

意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

 

(
3
)
 
裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

 

(
4
)
 
裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
し
た
場
合
に
は
、
議
長
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第

1
3
条
第
４
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
２
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

 

(
2
)
 
開
示
請
求
者
、
訂
正
請
求
者
又
は
利
用
停
止
請
求
者
（
こ
れ
ら
の
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

 

(
3
)
 
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

 
 

 

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続
等
）

 

第
4
6
条

 
第

2
7
条
第
３
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 

(
1
)
 
開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
す
る
裁
決

 

(
2
)
 
審
査
請
求
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
を
変
更
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を

 

 
 

 
開
示
す
る
旨
の
裁
決
（
第
三
者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

 

第
５
章

 
雑
則

 

（
適
用
除
外
）

 

第
4
7
条

 
保
有
個
人
情
報
（
不
開
示
情
報
を
専
ら
記
録
す
る
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
ま
だ
分
類
そ
の
他
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、

 

 
同
一
の
利
用
目
的
に
係
る
も
の
が
著
し
く
大
量
に
あ
る
た
め
そ
の
中
か
ら
特
定
の
保
有
個
人
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
も
の
は
、
第
４
章
（
第
４
節
を
除

 

く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
保
有
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
す
。

 

（
開
示
請
求
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
等
）

 

第
4
8
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
又
は
利
用
停
止
請
求
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
開
示
請
求
等
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
容
易
か
つ
的
確
に

 

 
開
示
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
有
個
人
情
報
の
特
定
そ
の
他
開
示
請
求
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
利
便
を
考
慮
し
た
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

 
 

（
個
人
情
報
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
処
理
）

 

第
4
9
条

 
議
長
は
、
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
、
仮
名
加
工
情
報
又
は
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
の
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）

 

第
5
0
条

 
議
長
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
く
意
見
を
聴
く
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
会
に
諮
問
す
る

 

こ
と
が
で
き
る
。

 



（15）号外第66号栃 木 県 公 報令和４（2022）年12月22日　木曜日

 

第
４
節

 
審
査
請
求

 

（
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）

 

第
4
4
条

 
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服

 

 
審
査
法
（
平
成

2
6
年
法
律
第

6
8
号
）
第
９
条
第
１
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

 

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）

 

第
4
5
条

 
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議

 

 
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
栃
木
県
行
政
不
服
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

 

(
2
)
 
裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反
対

 

意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

 

(
3
)
 
裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

 

(
4
)
 
裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
こ
と
と
す
る
場
合

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
し
た
場
合
に
は
、
議
長
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
（
行
政
不
服
審
査
法
第

1
3
条
第
４
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
２
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

 

(
2
)
 
開
示
請
求
者
、
訂
正
請
求
者
又
は
利
用
停
止
請
求
者
（
こ
れ
ら
の
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

 

(
3
)
 
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
反
対
意
見
書
を
提
出
し
た
第
三
者
（
当
該
第
三
者
が
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

 
 

 

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続
等
）

 

第
4
6
条

 
第

2
7
条
第
３
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 

(
1
)
 
開
示
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
す
る
裁
決

 

(
2
)
 
審
査
請
求
に
係
る
開
示
決
定
等
（
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定
を
除
く
。
）
を
変
更
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
を

 

 
 

 
開
示
す
る
旨
の
裁
決
（
第
三
者
で
あ
る
参
加
人
が
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

 

第
５
章

 
雑
則

 

（
適
用
除
外
）

 

第
4
7
条

 
保
有
個
人
情
報
（
不
開
示
情
報
を
専
ら
記
録
す
る
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
ま
だ
分
類
そ
の
他
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、

 

 
同
一
の
利
用
目
的
に
係
る
も
の
が
著
し
く
大
量
に
あ
る
た
め
そ
の
中
か
ら
特
定
の
保
有
個
人
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
も
の
は
、
第
４
章
（
第
４
節
を
除

 

く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
保
有
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
す
。

 

（
開
示
請
求
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
等
）

 

第
4
8
条

 
議
長
は
、
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
又
は
利
用
停
止
請
求
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
開
示
請
求
等
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
容
易
か
つ
的
確
に

 

 
開
示
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
有
個
人
情
報
の
特
定
そ
の
他
開
示
請
求
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
利
便
を
考
慮
し
た
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

 
 

（
個
人
情
報
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
処
理
）

 

第
4
9
条

 
議
長
は
、
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
、
仮
名
加
工
情
報
又
は
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
の
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
審
査
会
へ
の
諮
問
）

 

第
5
0
条

 
議
長
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
く
意
見
を
聴
く
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
会
に
諮
問
す
る

 

こ
と
が
で
き
る
。

 

（
施
行
の
状
況
の
公
表
）

 

第
5
1
条

 
議
長
は
、
毎
年
度
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
委
任
）

 

第
5
2
条

 
こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
定
め
る
。

 

第
６
章

 
罰
則

 

第
5
3
条

 
職
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
っ
た
者
、
第
９
条
第
２
項
若
し
く
は
第

1
5
条
第
５
項
の
委
託
を
受
け
た
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
若
し
く
は
従
事
し
て
い
た
者
又
は
議
会
に

 

 
お
い
て
個
人
情
報
、
仮
名
加
工
情
報
若
し
く
は
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
従
事
し
て
い
る
派
遣
労
働
者
若
し
く
は
従
事
し
て
い
た
派
遣
労
働
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の

 

 
に
、
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
第
２
条
第
５
項
第
１
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
複
製
し
、
又
は
加
工
し
た
も
の
を
含
む
。
）

 

を
提
供
し
た
と
き
は
、
２
年
以
下
の
懲
役
又
は

1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

 

第
5
4
条

 
前
条
に
規
定
す
る
者
が
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
保
有
個
人
情
報
を
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
提
供
し
、
又
は
盗
用
し
た
と
き

 

は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は

5
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

 

第
5
5
条

 
職
員
が
そ
の
職
権
を
濫
用
し
て
、
専
ら
そ
の
職
務
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
目
的
で
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
文
書
、
図
画
又
は
電
磁
的
記
録
を
収

 

集
し
た
と
き
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は

5
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

 

第
5
6
条

 
前
３
条
の
規
定
は
、
栃
木
県
の
区
域
外
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
条
の
罪
を
犯
し
た
者
に
も
適
用
す
る
。

 

第
5
7
条

 
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
、
第

2
4
条
第
１
項
の
決
定
に
基
づ
く
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
者
は
、
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

 

附
 
則

 

１
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

２
 
栃
木
県
行
政
不
服
審
査
会
条
例
（
平
成

2
8
年
栃
木
県
条
例
第

1
0
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
所
掌
事
務
）

 

第
２
条

 
審
査
会
は
、
法
第

8
1
条
第
１
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
あ
略

 

(
3
)
?
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
5
年
法
律
第

5
7
号
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
３
章
に
お
い
て
「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第

1
0
5
条
第
３
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
及
び
栃
木
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
（
令
和
４
年
栃
木
県
条
例
第

4
3
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
３
章

 

に
お
い
て
「
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
」
と
い
う
。
）
第

4
5
条
第
１
項
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
4
)
?
個
人
情
報
保
護
法
第

1
2
9
条
及
び
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第

5
0
条
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
5
)
・

(
6
)
？
略

 

（
所
掌
事
務
）

 

第
２
条

 
審
査
会
は
、
法
第

8
1
条
第
１
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
あ
略

 

(
3
)
?
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
5
年
法
律
第

5
7
号
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
３
章
に
お
い
て
「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第

1
0
5
条
第
３
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
 

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
4
)
?
個
人
情
報
保
護
法
第

1
2
9
条
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
5
)
・

(
6
)
？
略
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 （
審
査
会
の
調
査
審
議
の
手
続
の
特
例
）

 

第
1
0
条

 
情
報
公
開
条
例
第

1
9
条
第
１
項
、
あ
個
人
情
報
保
護
法
第

1
0
5
条
第
３
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
及
び
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第

4
5
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
諮
問
さ
れ
た
事
件
に
係
る
調
査
審
議
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
法
第

8
1
条
第

３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
５
章
第
１
節
第
２
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 

 

（
定
義
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
章
に
お
い
て
「
諮
問
庁
」
と
は
、
情
報
公
開
条
例
第

1
9
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
情
報
公
開
実
施
機
関
並
び
に
個
人
情
報
保
護
法
第

1
0
5
条
第

３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
及
び
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第

4
5
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
個
人
情
報
保
護
実
施
機
関
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
を
い

う
。

 

２
 
略

 

３
 
こ
の
章
に
お
い
て
「
保
有
個
人
情
報
」
と
は
、
個
人
情
報
保
護
法
第

7
8
条
第
１
項

第
４
号
、
第

9
4
条
第
１
項
又
は
第

1
0
2
条
第
１
項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
、
訂
正

決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に
係
る
保
有
個
人
情
報
（
個
人
情
報
保
護
法
第

6
0
条

第
１
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報
を
い
う
。
）
及
び
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第

2
0
条
第
４
号
、
第

3
5
条
第
１
項
又
は
第

4
2
条
第
１
項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
、
訂

正
決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に
係
る
保
有
個
人
情
報
（
議
会
個
人
情
報
保
護
条

例
第
２
条
第
４
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報
を
い
う
。
）
を
い
う
。

 

 

（
審
査
会
の
調
査
権
限
）

 

第
1
2
条

 
略

 

２
・
３

 
略

 

４
 
第
１
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
は
、
情
報
公
開
条
例
第

1
9
条

第
１
項
、
あ
個
人
情
報
保
護
法
第

1
0
5
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項

又
は
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第

4
5
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
さ
れ
た
事
件
に

関
し
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
（
法
第

1
3
条
第
４
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
又
は
諮
問
庁
（
以
下
「
審
査
請
求
人
等
」
と
い
う
。
）
に
意
見
書
又

は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
、
適
当
と
認
め
る
者
に
そ
の
知
っ
て
い
る
事
実
を
陳

述
さ
せ
又
は
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 （
審
査
会
の
調
査
審
議
の
手
続
の
特
例
）

 

第
1
0
条

 
情
報
公
開
条
例
第

1
9
条
第
１
項
及
び
個
人
情
報
保
護
法
第

1
0
5
条
第
３
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
の
規

定
に
よ
り
諮
問
さ
れ
た
事
件
に
係
る
調
査
審
議
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
法
第

8
1
条
第

３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
５
章
第
１
節
第
２
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 

 

（
定
義
）

 

第
1
1
条

 
こ
の
章
に
お
い
て
「
諮
問
庁
」
と
は
、
情
報
公
開
条
例
第

1
9
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
情
報
公
開
実
施
機
関
及
び
あ
個
人
情
報
保
護
法
第

1
0
5
条
第

３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
個
人
情
報
保
護
実
施
機
関
（
議
会
を
除
く
。
）
を
い

う
。

 

２
 
略

 

３
 
こ
の
章
に
お
い
て
「
保
有
個
人
情
報
」
と
は
、
個
人
情
報
保
護
法
第

7
8
条
第
１
項

第
４
号
、
第

9
4
条
第
１
項
又
は
第

1
0
2
条
第
１
項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
、
訂
正

決
定
等
又
は
利
用
停
止
決
定
等
に
係
る
保
有
個
人
情
報
（
個
人
情
報
保
護
法
第

6
0
条

第
１
項
に
規
定
す
る
保
有
個
人
情
報
を
い
う
。
）
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
を
い
う
。

 

 

（
審
査
会
の
調
査
権
限
）

 

第
1
2
条

 
略

 

２
・
３

 
略

 

４
 
第
１
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
は
、
情
報
公
開
条
例
第

1
9
条

第
１
項
又
は
個
人
情
報
保
護
法
第

1
0
5
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
の
規
定
に
よ
り
諮
問
さ
れ
た
事
件
に

関
し
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
（
法
第

1
3
条
第
４
項
に
規
定
す
る
参
加
人
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
又
は
諮
問
庁
（
以
下
「
審
査
請
求
人
等
」
と
い
う
。
）
に
意
見
書
又

は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
、
適
当
と
認
め
る
者
に
そ
の
知
っ
て
い
る
事
実
を
陳

述
さ
せ
又
は
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
（
議
会
事
務
局
）

 
 

 

   

 （
施
行
の
状
況
の
公
表
）

 

第
5
1
条

 
議
長
は
、
毎
年
度
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
委
任
）

 

第
5
2
条

 
こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
定
め
る
。

 

第
６
章

 
罰
則

 

第
5
3
条

 
職
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
っ
た
者
、
第
９
条
第
２
項
若
し
く
は
第

1
5
条
第
５
項
の
委
託
を
受
け
た
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
若
し
く
は
従
事
し
て
い
た
者
又
は
議
会
に

 

 
お
い
て
個
人
情
報
、
仮
名
加
工
情
報
若
し
く
は
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
従
事
し
て
い
る
派
遣
労
働
者
若
し
く
は
従
事
し
て
い
た
派
遣
労
働
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の

 

 
に
、
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
第
２
条
第
５
項
第
１
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
複
製
し
、
又
は
加
工
し
た
も
の
を
含
む
。
）

 

を
提
供
し
た
と
き
は
、
２
年
以
下
の
懲
役
又
は

1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

 

第
5
4
条

 
前
条
に
規
定
す
る
者
が
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
保
有
個
人
情
報
を
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
提
供
し
、
又
は
盗
用
し
た
と
き

 

は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は

5
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

 

第
5
5
条

 
職
員
が
そ
の
職
権
を
濫
用
し
て
、
専
ら
そ
の
職
務
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
目
的
で
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
文
書
、
図
画
又
は
電
磁
的
記
録
を
収

 

集
し
た
と
き
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は

5
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

 

第
5
6
条

 
前
３
条
の
規
定
は
、
栃
木
県
の
区
域
外
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
条
の
罪
を
犯
し
た
者
に
も
適
用
す
る
。

 

第
5
7
条

 
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
、
第

2
4
条
第
１
項
の
決
定
に
基
づ
く
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
者
は
、
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

 

附
 
則

 

１
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

２
 
栃
木
県
行
政
不
服
審
査
会
条
例
（
平
成

2
8
年
栃
木
県
条
例
第

1
0
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正

 
 

 
前

 

（
所
掌
事
務
）

 

第
２
条

 
審
査
会
は
、
法
第

8
1
条
第
１
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
あ
略

 

(
3
)
?
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
5
年
法
律
第

5
7
号
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
３
章
に
お
い
て
「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第

1
0
5
条
第
３
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
及
び
栃
木
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
（
令
和
４
年
栃
木
県
条
例
第

4
3
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
３
章

 

に
お
い
て
「
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
」
と
い
う
。
）
第

4
5
条
第
１
項
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
4
)
?
個
人
情
報
保
護
法
第

1
2
9
条
及
び
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第

5
0
条
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
5
)
・

(
6
)
？
略

 

（
所
掌
事
務
）

 

第
２
条

 
審
査
会
は
、
法
第

8
1
条
第
１
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
。

 

(
1
)
・

(
2
)
あ
略

 

(
3
)
?
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

1
5
年
法
律
第

5
7
号
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
３
章
に
お
い
て
「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第

1
0
5
条
第
３
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
１
項
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
 

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
4
)
?
個
人
情
報
保
護
法
第

1
2
9
条
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
に
規
定
す

る
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

 

(
5
)
・

(
6
)
？
略

 


